
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

8・9月号
令和７年8月26日 

京都市立洛央小学校 

校長 鈴木 宏紀 

祇園祭山鉾・洛央鉾曳き初め 

 今年度もＰＴＡや地域の方のご協力の下で、曳き初め・踊りに参加させていただきました。７

月３日には因幡薬師堂の前で２年生が祇園囃子「つくし」を踊りました。洛央鉾の曳き初めも１

年生は初めてのことでしたが、精一杯曳く姿が見られました。３年生以上の山鉾の曳き初めにつ

いても、子どもたちはかけ声に合わせて力いっぱい曳き、立派な山鉾を動かしていました。校区

内で日本・京都が誇る三大祭りの一つである祇園祭に関わることができるのは本当に貴重な経験

でした。今年度、山鉾の曳き初めはＰＴＡ主催の行事となり、たくさんのボランティアの方にお

世話になりました。熱中症対策などでいろいろな準備をしていただき、ありがとうございました。 

今年度は、学校行事の精選・校時表の見直し・自主清掃など、新しい取組に

チャレンジしています。その中の一つに授業改善があります。  

 

新年度がスタートして間もない頃でした。6年生が私に話しかけてくれまし

た。「先生、授業が変わってきたね。以前は先生から教えてもらう授業が多か

ったけれど、今は自分たちで追究する授業に変わってきていいと思うよ。で

も・・・、まだまだ追究する（学習活動に入る）までに時間がかかって、その

（自分たちで追究する）時間が短くて。もっと授業を変えていかないといけな

いと思う。」というのです。それを聞いていた友達が、「でも、それは自分たち

が話をしていて、そのせいで時間が短くなったと思うよ。だから、自分たちも

ちゃんとしないと。」と返し、「そうだね。自分たちも頑張らないと。」と、や

り取りが続きました。私は 2人の会話を聞いてとても驚きました。これは教員

同士の会話ではなく、子どもの口から出てきた話だったからです。そして、私

はその会話がとてもうれしく、頼もしく思いました。それは、子どもたち自身

が、主体的に授業にかかわろうとする姿勢が感じられたからでした。 

いよいよ 2学期がスタートしました。あれから数か月、子どもたちの『自分

たちで授業をつくっていく』という意識もさらに高まってきたように感じま

す。私たちはそれを大切にして、授業力向上に向けて研鑽を重ね、子どもたち

と一緒に『子どもが主役の授業』を目指して取り組んでいきたいと思います。 

（文責：鈴木宏紀） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権参観・講演会について 
夏休み中にすぐーるで配信しましたが、9 月 12 日（金）に人権参観・講演会を行います。

人権をテーマとして、各学年において、子どもたち同士で学び合う時間にしたいと思っていま
す。また、今年度は授業後に講師の方による保護者・教職員向けの講演会を実施します。情報
メディアに関わる内容を教えていただく予定です。多数の方の参観をお待ちしています。 

祇園祭とのかかわりの様子 

～駐停車についてのお願い～ 

 下校時刻前後に学校玄関付近路上（仏光寺通の東洞院通～高倉通間）に停車されている車両に関して，交

通安全の確保が十分にできない状況が発生しています。児童の安全を守るためにも，学校の前（西駐輪場前

～東スロープ前）に車両の駐停車をやめていただきますようにご協力をよろしくお願いします。 

７月１６日は因幡薬
師堂前にて６年生の
行燈を設置し、ポス
ター等で祇園祭を紹
介しました。祇園祭
宵山を彩り、素敵な
様子でした。 


